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要旨 

オンラインで現場に近いコンテンツを用い，実習方略を工夫し高齢者介護施設実習（老年看護学実

習）を行った結果，臨地実習に近い目標達成ができたことが示唆された．その有効性にかかわる要素

は次のとおりである．1．施設内での高齢者の生活や活動とそれを支える専門職の介護・看護場面を

切り取った動画は，施設に入所する高齢者の理解や尊厳とその人らしさをふまえた支援および施設内

看護の理解に繋がった．2．入所中の一人の高齢者をグループ全員が受け持ち，個人ワークと討議を

組み合わせて高齢者像を捉え，さらに受け持ち高齢者とコミュニケーションを行ったことは臨場感の

ある高齢者理解に繋がった．3．レクチャーの聴講および実習指導者を交えた討議は，施設における

看護・介護の専門性や多職種連携の理解に繋がった．4．動画視聴後，レクチャー聴講後の学生間お

よび教員との頻回な討議は，思考する能力を涵養し，多角的な視点と深い学びに繋がった． 
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ⅠⅠ．．ははじじめめにに  

全国的な新型コロナウイルス感染症（以下

Covid -19）拡大に伴い，A 大学は 2020 年度 4 月

開講科目を 5 月開講に延期するとともに，全授業

科目がオンライン授業に切り替わった．それに伴

って，看護学部も 2020 年 2 月の文部科学省と厚

生労働省が連名で出した「新型コロナウイルス感

染症の発生に伴う医療関係職種等の各学校，養成

所及び養成施設等の対応について」文部科学省厚

生労働省（2020）を受け，実習施設確保が困難

なこと，学生の安全確保・感染予防の観点から，

2020 年度前期の全ての看護学実習はオンライン

で実施するということが決定された．それに基づ

き老年看護学分野においてもビデオ会議システム

を用いたオンライン実習を実施することになった．

しかし，A 大学看護学部は 2017 年に開設された

ため，当該実習である老年看護学実習（高齢者介

護施設実習）は実習施設にとって初めての実習受

け入れであったことに加え，これまで看護学生の

実習を受け入れた経験が皆無に近かった．このよ

うな厳しい条件のもと，臨地実習の看護実践に必

要な基礎的能力を修得するという目標（山下暢子
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ら，2018）を達成するには現場に近い臨場感あ

る企画が必要で，そのためには準備段階から実施

まで実習施設と協力体制を緊密に敷くことは不可

欠であった．そこで，実習方法はオンラインでリ

アルタイムによる双方向の実習を組み立てること，

すなわち，ビデオ会議システムを用いてリアルタ

イムにコンテンツを配信し，ビデオ通話で討議し

ながら学修を進めるという方法を用いることにし，

実習目標に沿ったコンテンツの作成を実習施設に

協力依頼することにした．実習に使用するコンテ

ンツは，老年看護学分野内で検討した結果，実際

に実習を行ったときに体験するような施設の日常

の様子やケアの状況を映し出す動画，学生の受け

持ちとなる入所中の認知症高齢者情報，ビデオ通

話による受け持ち高齢者とのコミュニケーション

場面，実習指導者および看護師のレクチャーと討

議，および実習で日頃行っている学生カンファレ

ンス等であった．そこで，日頃から高齢者体験ス

ーツの貸与や大学祭での老年看護学分野とのコラ

ボによる企画等で交流があった一実習施設に先述

の，動画撮影や受け持ち高齢者の情報提供，コミ

ュニケーション場面の設定と補助，レクチャー等

を依頼し，実習施設と綿密な打ち合わせを行い，

準備から実際の指導を施設と協働し行った．当該

実習施設は，コロナ感染対策の一環として外部か

らの入館は厳禁で実習受け入れは困難であったこ

とから，この企画に対し準備状態からオンライン

実習での参加には前向きであった．その結果，こ

のようなコロナ禍にあってもビデオ会議システム

を活用し，実習施設と臨場感ある実習方略の工夫

をすることによって臨地実習に近い目標達成がで

きたのではないかと考える． 
そこで，オンライン実習の実習方略の工夫と学

修成果との関係を明らかにすることは，緊急状況

下においても臨地実習のねらいを補完する方略の

一助になると考える． 
 
 

ⅡⅡ．．研研究究目目的的 

オンラインによる老年看護学実習の実習方略の

工夫と学修成果との関係を明らかにし，学修成果

につながるオンライン実習の要素を探る． 
  
ⅢⅢ．．老老年年看看護護学学実実習習（（高高齢齢者者介介護護施施設設実実習習））のの

概概要要 

 本研究は，学生を対象としインタビュー調査と

アンケート調査を行った．両調査は目的が違うこ

とと，インタビュー調査はすでに掲載（江口ら，

2023）済みであるため，今回はアンケート調査

に焦点をあてて報告する．実習概要は同様である

ため一部はそこからの引用である． 
11．．実実習習目目的的・・目目標標とと学学生生ののレレデディィネネスス  

実習目的は，障害を抱えながら地域で生活する

高齢者とその家族の特性を理解し，地域の保健・

医療・福祉サービス機関と連携しながら，高齢者

が地域で生活し続けるための継続看護を実践する

ための能力と態度を養うと掲げ，4 年生前期に 2
週間実施する 2 単位の必修科目である．実習目標

は，1．介護老人保健施設等で生活する療養者を

全人的に理解し，その人らしさを尊重した施設に

おける看護の機能と役割を考えることができる，

2．認知症など生活機能障害のある高齢者とその

家族を全人的に理解し，尊厳ある態度で接するこ

とができる，3．施設および地域における保健・

医療・福祉の連携および社会資源の活用を理解し，

高齢者が地域で生活し続けるための支援について

考えることができる，の 3 つである．その実習目

標に対して設定した具体的到達目標には実践力を

求める「対象の気持ちを尊重し，快を与える生活

援助を計画し実施・評価できる」「生活の中でそ

の人らしさが生かされるよう対象の強みを活かし

た支援ができる」等が含まれる．受講した 4 年生

33名は，3年次後期に老年看護学実習を病院で高

齢患者を受け持ち，看護過程を展開する 2 週間 2
単位の実習を修了している． 
オンライン実習になったことから，どのような
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点を変更すべきか老年看護学分野内で検討を行っ

た．その結果，実習目的・目標は現行のままで達

成可能であるが，一方，到達目標は，オンライン

の特性上，実践的な内容は達成することが難しい

ことから，「計画・実施・評価」に関することは

「計画できる」「考えることができる」とし，思

考を重視するものに変更した． 
22．．オオンンラライインン実実習習にに用用いいたたツツーールルとと方方法法  

1）Zoom Meetings（以下，Zoom）   
Zoom 社が提供するビデオ会議システム

（Zoom 社ホームページ，2022）は，初日オリエ

ンテーション，動画視聴と討議，カンファレン

ス・報告会，実習指導者によるレクチャー，受け

持ち高齢者とのコミュニケーションに使用した．  
2）Google Classroom（以下，GCR）  

Google 社が提供する教育機関向け Web サー

ビス（Classroom の概要，2022）はオンライン

上でメッセージの送受信，資料配布，課題の配信，

提出，採点，返却を行うことができる．また，ビ

デオ会議ツール（Google Meet；以下，Meet） 
や ， ド キ ュ メ ン ト 作 成 ソ フ ト （ Google 
Document；以下，Document），プレゼンテーシ

ョンソフト（Google Slide；以下，Slide）が連

動しており，GCR のメンバーとなっている教

員・学生とでファイルの共有や，共同編集が可能

である．朝の出席確認，資料配布，諸連絡，記録

物・レポートの提出および最終報告会で使用した．

また，一部のカンファレンスでは Zoom に代わっ

て Meet を使用した．  
33．．実実習習施施設設ととのの協協働働にによよるる事事前前準準備備      

2020 年 4 月，実習が全面的にオンラインにな

ることが決定された際，直ちに実習施設に協力を

依頼した．感染予防の観点から施設に立ち入るこ

とが出来ないため，Zoom を用いて実習指導者と

打ち合わせを重ねて実習内容を検討し，受け持ち

高齢者情報の提供，施設構造やケア場面・デイサ

ービスの動画撮影，実習指導者・専門職によるレ

クチャーとカンファレンスへの参加について協力

を得た．受け持ち高齢者は現在，実習施設に入所

中で認知症の診断を受けた 65 歳以上の高齢者を

実習指導者が選定した．高齢者および家族には実

習指導者が実習のために情報を提供することと学

生とビデオ通話を行うことを説明し同意を得た．

学生に対しては，通信状況を確認するとともに，

可能な限りパーソナルコンピューターを準備し，

一日数時間のビデオ通話が可能な通信環境を整え

るよう伝えた．また，実習開始までに GCR から

実習要項，実習スケジュール，実習記録用紙等の

資料と事前学習課題を配信した．受け持ち高齢者

のプライバシー保護の観点から受け持ち高齢者の

氏名はメールや GCR，実習記録等に一切記載せ

ず口頭で伝えるのみとし，学生には個人情報保護

に関する誓約書の提出を義務づけた． 
44．．オオンンラライインン老老年年看看護護学学実実習習のの展展開開  

学生は 3～4 名のグループで 1 名の認知症高齢

者を受け持ち，看護過程を展開した．学生は，受

け持ち高齢者に関しては施設から生活史を含めた

日常生活情報の提供を受け，看護問題抽出のアセ

スメントを行った．また，施設内の日常生活状況

を把握するため，ケア場面等の動画を視聴し討議

を行なった．加えて，一週目には認知症高齢者と

介護福祉士とのコミュニケーション場面の動画を

視聴してプロセスレコードを作成し認知症高齢者

とのかかわり方の分析を行った．二週目には受け

持ち高齢者像を各々がまとめ，発表・討議し各自

高齢者像の修正を行った．さらに認知症高齢者を

深く理解するために，Zoom でコミュニケーショ

ンを行った．コミュニケーションはグループメン

バー全員と受け持ち高齢者が 15分 程度会話をし

た．コミュニケーション前日には，進め方も含め

て学生が主体的に考え，互いに受け持ち高齢者を

演じて練習をした．実習指導者が参加するカンフ

ァレンスでは，高齢者像をまとめていく過程で学

生が必要と思った情報および動画を視聴し疑問に

思ったことや確認したいことを質問できるよう時

間を設けた．また，プロセスレコードの場面で認
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知症高齢者と実際に関わっていた職員から，その

場面でどういうことを考えて関わっていたのか，

対象の言動をどう捉えていたのかなどを Zoom 越

しに説明してもらうこともあった．一日の流れと

して，学生は GCR から実習開始前に日々の行動

計画，実習終了時はその日の実施と考察，学びの

記録用紙を提出し，日々教員がコメントを入れて

返却した．実習最終日は実習指導者を交えて合同

報告会を行った．報告会後には個別面接を行い，

目標達成度を確認した．Zoom を使用しない時間

は個人ワーク（Personal Works；以下，PWとす

る）とし，学生各々が理解を深めるための主体的

学修に取り組んだ． 
なお，実習目標に沿った実習のコンテンツは以

下のとおりである． 
目標 1 介護老人保健施設等で生活する療養者を全

人的に理解し，その人らしさを尊重した施

設における看護の機能と役割を考えること

ができる． 
（1）GCR から配信された受け持ち高齢者の①基

本情報，②生活状況のデータベースを個別

に熟読し（PW），その後とらえた高齢者像

を学生間で話し合う（Group Works；以下，

GW とする）． 
（2）個別に行ったアセスメント（PW）を，グ

ループ内で発表，討議し（GW），不足情報

を追加する． 
（3）アセスメントをとおして高齢者の生活史，

価値観，生きがい，生活習慣，日常生活動

作や，支援内容をとらえる． 
（4）高齢者の背景をふまえて Zoom でのコミュ

ニケーションを行い，高齢者像を実体化す

る． 

（5）Zoom でのコミュニケーション場面ではそ

の人らしさを尊重した態度で接する． 
（6）学生は看護師によるレクチャー「施設にお

ける看護の機能と役割」の録画視聴と看護

師との質疑応答を行う．また，看護師の支

援の動画視聴；食事介助，創傷処置，バイ

タルサイン測定等と視聴後のグループ討議

を行う（GW）． 
目標 2 認知症など生活機能障害のある高齢者とそ

の家族を全人的に理解し，尊厳ある態度で

接することができる． 
（1）認知症高齢者と介護福祉士とのコミュニケ

ーション場面の動画を視聴し，プロセスレ

コードを各自作成し分析・考察を行う

（PW）．その後グループ内で発表，意見交

換を行う（GW）．さらに，実習指導者参加

のもと修正したプロセスレコードを発表し，

質疑応答を行い，コメントをもらう（2～
3G 合同発表）． 

（2）認知症高齢者の日常生活支援場面や体操，

工作などのアクティビティの動画視聴と討

議を行う（GW）． 
目標 3 施設および地域における保健・医療・福祉

の連携および社会資源の活用を理解し，高

齢者が地域で生活し続けるための支援につ

いて考えることができる． 
（1）生活指導員・ケアマネジャーによるレクチ

ャー「家族の介護問題と社会資源の活用」

を聴講し質疑応答を行う（2～3G 合同討

議）． 
（2）サービス担当者会議（多職種合同カンファ

レンス）とデイサービスの動画を視聴し，

視聴後の討議を行う（GW）． 
 
ⅣⅣ．．研研究究方方法法  

11．．調調査査期期間間  

2021 年 1 月から 3 月 31 日 
22．．調調査査方方法法  

老年看護学実習（高齢者介護施設実習）を履修

した看護学生（4 年生全員 33 名）に自記式アン

ケート用紙を一斉に配布し協力を依頼した．調査

内容は老年看護学への興味，実習目標の達成度と

オンライン実習方略からの学び，実習コンテンツ
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からの学び，オンライン実習ならではの学び等で

ある．対象学生に対し，口頭および文書で調査を

依頼し，同意する学生にはアンケート用紙を郵送

するよう依頼した．回収したアンケート用紙は情

報の漏洩を防ぐため鍵付き保管庫で保管した．分

析は，データの集計と割合を算出し学習の達成度

を推し量る，自由記載に関しては目標ごとに意味

内容を分類し実習コンテンツと学修内容との関係

をデータの割合とを合わせて分析し，考察した． 
33．．倫倫理理的的配配慮慮  

研究参加にあたっては，参加しなくても不利益

を被らないために当該科目の成績が確定した後に

依頼し，自由意思の尊重，個人情報の保護，デー

タの匿名化，データは目的外に使用しないこと，

結果は公表することを説明した．アンケートの投

函をもって研究参加の同意とした． 
なお，本研究は，秀明大学の研究倫理審査委員

会の承認を得ている．（秀明大学研究倫理委員会 
承認番号 20E001A）．利益相反はない． 

 
ⅤⅤ．．結結果果  

アンケート調査に回答した学生は 7 人（回収率

21.2%）であった．以下，質問に沿った回答結果

である． 
11．．老老年年看看護護学学へへのの興興味味とと目目標標達達成成  

老年看護学への興味は，実習前は 2 人（28.6%）

が「どちらかというと興味がない」と回答してい

たが，実習後は全員が「興味がある」，「どちらか

というと興味がある」と回答していた．また，実

習後興味がある方への変化があった者は 4 人

（57.1%）であった． 
実習目標については，目標１および目標２は

「達成できた」，「まあまあ達成できた」と回答し

全員が達成できていた．目標３は全員が「まあま

あ達成できた」と回答し，目標 1～3 については

全員が達成していた． 
22．．オオンンラライインン実実習習ののココンンテテンンツツ，，オオリリジジナナルル動動

画画  

（1）高齢者介護施設内の動画は施設理解に役立

ったとする回答は「とても思う」が 5 人（71.4%）

「まあまあ思う」が 2 人（28.6%）と全員が役立

ったと回答した． 
（2）スタッフの認知症高齢者へのかかわりの動

画視聴とプロセスレコード作成は認知症高齢者と

のかかわりの理解に役立ったとする回答は「とて

も思う」が 4 人（57.1%），「まあまあ思う」が 3
人（42.9%）と全員が役立ったと回答した． 
（3）施設内の生活援助場面の学びは 6 名

（85.7%）が「とても思う」，「まあまあ思う」と

回答していたが，1 人（14.3%）は「あまり思わ

ない」と回答していた．生活援助で学びの大きか

った項目は「おやつの援助」と「トイレ誘導」が

各 6 人（85.7%）で最も多かった． 
（4）高齢者の意思表示へのかかわりの学びにつ

いて「とても思う」が 4 人（57.1%），「まあまあ

思う」が 2 人（ 28.6%）であったが， 1 人

（14.3%）はあまり思わないと回答していた．意

思表示の学びの場面は「トイレ誘導」が 6 人

（85.7%）と最も多く，次いで「おやつの準備」

と「おやつの援助」が各 4 人（57.1%），「整容動

作」3 人（42.9%）であった．高齢者の意思表示

の学びの「とても思う」と回答した者はおやつの

準備と援助場面であった． 
（5）高齢者の尊厳の学びについて「とても思う」

と回答した人は 5 人（71.4%）と最も多く，「ま

あまあ思う」の 1 人（14.3%）を加えるとほとん

どが学んでいたが，「あまり思わない」と回答し

た人も 1 人（14.3%）いた．尊厳について印象的

だった場面は「トイレ誘導の際スタッフと通じる

言葉を決めトイレであることを周囲に知られない

ようにする配慮がされていた」，「敬語を用い，そ

の人の性格や生活背景を把握していた」，「目線を

なごませて関わっていた」，「介護士とのかかわり

の場面での否定しない声掛け，認知症の方が昔の

話を現在のことのように話していても（牛の乳し

ぼりの仕事をするために帰りたいと話すなど），
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話を合わせて尊厳を守りつつ，現実ともかけ離れ

ないように会話をしていた」，「介護士の言葉選び」

が挙がっていた． 
（6）多職種合同カンファレンスでの多職種協働

の学びは「とても思う」2 人（28.6%），「まあま

あ思う」は 3 人（42.9%）が回答していたが，

「あまり思わない」は 2 人（28.6%）が回答して

いた． 
（7）デイサービス，アクティビティからの学び

では「とても思う」は 2 人（28.6%），「まあまあ

思う」は 4 人（57.1%）とほとんどが学んでいた

が１人（14.3%）は「あまり思わない」と回答し

ていた．学んだ内容としては，「デイサービスの

様子」，「一人ひとりの状態を把握してその人に合

った対応をしていた」，「BGM をかけた環境づく

り」，「次に何をしたいか質問し意思表示を促した

り，高齢者にとって刺激になる音，テーブルの色

や設置の仕方などの環境を整えることも大切だと

いうこと」，「全体的に高齢者の言動に感謝をした

り称賛したりしてそれによって自分は認められて

いる存在だと意識づけることに繋がることを学ん

だ」と回答していた． 
（8）看護師の機能と役割の理解について，レク

チャーによる録画には「とても思う」と回答した

人は 3 人（42.9%），「まあまあ思う」 4 人

（57.1%）と全員が理解できたと回答していた．

その場面は創傷ケアと食事拒否の高齢者の食事介

助場面が 5 人（71.4%）ずつで，嚥下困難の食事

介助 3 人（42.9%），バイタルサイン測定が 2 人

（28.6%）であった． 
33．．高高齢齢者者ととのの ZZoooommででののココミミュュニニケケーーシショョンン  

高齢者とのコミュニケーションは，コミュニケ

ーションがうまくいったと回答した人は「まあま

あ思う」が 5 人で，「あまり思わない」は 2 人

（28.6%）が回答していた．コミュニケーション

が高齢者像のアセスメントに役立ったかについて

は「とても思う」が 1 人（14.3%），「まあまあ思

う」と回答した人は 6 人（85.7%）と全員が役立

ったと回答していた． 
44．．動動画画視視聴聴後後のの振振りり返返りりととオオンンラライインンででのの討討議議  

振り返りと討議が理解に役立ったとする場面に

ついては，プロセスレコードが 5 人（71.4%）と

最も多く，次いで実習指導者との意見交換，看護

師との質疑応答，生活援助が各 4 人（57.1%）で

あった． 
55．．「「家家族族のの介介護護問問題題とと社社会会資資源源のの活活用用」」ののレレクク
チチャャーー 

「とても思う」が 2 人（28.6%），「まあまあ思

う」4 人（57.1%）が学んだと回答していたが，

1 人（14.3%）は「あまり思わない」と回答して

いた．具体的な学びの内容は，「施設に入れる順

番」，「待機人数」，「実際の状況」，「息子が精神疾

患かつ生活保護を受けていた方で，限られた資金

の中でもよりよい療養ができるよう多職種で知恵

を出し合っていたこと」，「社会資源を活用しなが

ら仕事を続けている事例」であった．学びのなか

で特に印象に残ったことは，「『お金がある＝質の

良い看護・介護』ではなくいかに相手を思ってい

るかが大切だということ」，「障害があってもフォ

ーマルな資源とインフォーマルな資源を利用する

ことで仕事が継続できその人らしい生活を送るこ

とができること」と回答していた． 
66．．オオンンラライインン老老年年看看護護学学実実習習をを実実施施ししてて学学んんだだ
点点，，よよかかっったた点点  

実習で学んだ点は，「グループメンバーで同じ

対象者を持つことで自分だけの視点ではなく他者

からの視点で考えることができるため学びがとて

も多かったこと」，「施設における療養者のその人

らしさを尊重するスタッフの援助を見学し，看護

師としての援助方法を学ぶことができたこと」，

「高齢者の方とコミュニケーションが取れてよか

った」，「認知症高齢者の方とのかかわり方，接し

方について学んだこと」，「否定しない，高齢者の

世界に自分も入り込む，名前を呼ぶことや感謝を

伝えられることで存在を認識してもらうことなど

が大切であると学んだ」，「介護士・看護師の視点
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からも関わるうえでの留意点を学ぶことができ，

施設で求められる看護師の役割を認識することが

できた」，「動画を視聴したり実際に現場で働いて

いる方の話を聞くことができたことでより理解を

深めることができた」，「具体的なプロセスレコー

ドを作成できた」等であった． 
77．．オオンンラライインン実実習習だだかかららここそそ学学べべたたこことと，，改改善善
点点  

オンライン実習から学んだこととして，「コン

ピューターの操作方法」，「意見を言いやすかっ

た」，「ナイトケアでの場面など様々なシーンを

（録画で繰り返し）見ることができ，高齢者との

実際のかかわり方をとおして知ることができた」，

「パソコンとにらめっこになったが考える時間が

多かった」，「じっくり考えることやグループとの

話し合いも多くあり，深く考えることができたと

思う」，「生徒間，先生とのカンファレンスの時間

を多く確保することができたことによって自分で

は気が付かなかった学びを共有できた」，「移動時

間がないことでその分看護計画など考えることに

頭を使う時間が持てた」，「（臨地）実習だとなか

なか看護過程を共有しそれに対して自分はどう解

釈してそういうアセスメントをしたかということ

を対象者が違うこともあり濃い意見交換は難しい

が，遠隔であり事例が同じであるからこそ，濃い

話し合いができた」，「グループ全員が一人の対象

者を受け持つことにより様々な意見や考えを知る

ことができた」，「他のメンバーのアセスメントを

聞くことができ学びや考え方を深めることができ

た」，「家にいる祖父母を重ね合わせながら実習に

取りくめた」等であった．ほか，「他の遠隔実習

や授業と比較して実習施設や先生方の協力は多大

であったため，より臨地実習に近い学びを得るこ

とができたし，適度な緊張感もあった」との記載

もあった． 
改善・検討が必要な点については，「動画の画

質や通信がうまくいかないときはすごく不安だっ

たし，うまく理解できなかった」，「グループでの

話し合いの頻度が多かった」，が挙がった．また，

「半年前のことで思い出せない」もあった． 
 
ⅥⅥ．．考考察察  

11．．オオンンラライインン老老年年看看護護学学実実習習ののココンンテテンンツツとと実実
習習方方略略のの有有効効性性  

 アンケート調査の学生の反応から，コンテンツ

と実習方略の有効性と課題を考察する． 
実習をとおして老年看護学への興味が全員持て

るようになったこと，実習目標が達成できたこと

はオンラインでも実習のねらいがある程度果たせ

たと言える．前述の実習目標 1．2 はその人らし

さをキーワードとする認知症高齢者を含めた対象

理解と尊厳ある態度の理解，施設内の看護の機能

と役割の理解である．高齢者が生活する施設内環

境理解については全員が理解したとしており，高

齢者にとって刺激になる音やデイサービス・アク

ティビティでの工作・体操での BGM を流した環

境づくり，テーブルの色や設置の仕方など施設内

環境の理解と生活援助をとおした環境を理解して

いた．学生が生活援助で学びが大きいとした「お

やつの援助」と「トイレ誘導」は本人の意思表示

を介護士が尊重する場面の動画である．また，高

齢者の尊厳については，動画のトイレ誘導の際周

囲に気づかれないように合言葉を使って誘う動作

や敬語を用い目線をなごませて関わる生活援助場

面などから学んでいる．その人らしさを尊重した

看護については，認知症高齢者との関わりの動画

視聴とその後の討議によってその人の性格や生活

背景を把握したり，否定しない声掛けや昔の話を

現在のことのように話す場面（牛の乳しぼりの仕

事をするために帰りたいと話すなど）で職員が話

を合わせて尊厳を守りつつ現実ともかけ離れない

ように会話をしていたとして認知症高齢者の理解

とともに尊厳ある態度の理解ができていた．その

ことは，実際その場面で関わっていた職員のかか

わりの意図を学生に伝える機会を設けたことも影

響していると考える．桂ら（2008）は実習をと
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おして認知症高齢者に直接接する過程の中で尊厳

性に対する肯定感が高まった可能性を示唆してい

る．また，高齢者の世界に自分も入り込む，名前

を呼ぶことや感謝を伝えることで存在を認識して

もらうことなどが大切であるという学びも，尊厳

の態度の学びとして捉えることができる．しかし，

尊厳の学びの動画について「とても思う」と回答

した人は 5 人「まあまあ思う」1 人を加えると

85.7%となりほとんどの学生がよく学んでいたが，

一人（14.3%）から「あまり思わない」との回答

があったことから，さらなる動画の工夫と討議に

よる気づきの広がりが求められた． 
施設における看護と機能の役割の理解について

は，レクチャーによる録画には全員が理解できた

と回答していた．具体的な場面では，創傷ケアと

専門知識が必要な食事介助場面が理解に役だった

との回答が多かったことから，実際的な施設内で

の看護ケアの場面を切り取った動画視聴は有効で

あったと考える．また，「施設内の療養者のその

人らしさを尊重するスタッフの援助を見学し，看

護師としての援助方法を学ぶことができた」や

「認知症高齢者の方とのかかわり方，接し方につ

いて学んだ」，「実際に現場で働いているスタッフ

の話を聞くことができた」などは「看護師の機能

と役割」のレクチャーやケア場面の動画視聴，実

習指導者，ケアする職員との質疑応答，コメント

から得られたものである．そのような現場で行わ

れている具体的なケア場面の動画や専門職との質

疑応答などが学びに功を奏したと考える．また，

「介護士・看護師の視点からも関わる上での留意

点を学ぶことができ，施設で求められる看護師の

役割を認識することができた」との記載は，多職

種が協働して働く施設においての看護（石垣範子

ら，2015）の学びであり，それらをとおして，

施設で求められる看護師の機能と役割を学んでい

るといえる． 
目標 3 については全員がまあまあ達成したと回答

していたが，多職種合同カンファレンスでの多職種協

働の学びは 2 人（28.6%）が，「家族の介護問題

と社会資源の活用」のレクチャーについては 1 人

（14.3%）が「あまり思わない」と回答していた．

しかし，具体的事例では福祉と社会資源の活用が

その人らしい生活を送ることができることの理解

につながっておりレクチャーはある程度有効であ

ったと考える． 
次に，オンライン実習の方略について考察する． 
オンライン実習では，学生それぞれが自宅にい

てリアルタイムで大学から配信された患者情報を

各々がまとめアセスメントし，それを Zoom 画面

で発表・討議するという企画であった．看護過程

における対象者情報のアセスメントでは「グルー

プメンバーで同じ対象者を持つことで自分だけの

視点ではなく他者からの視点で考えることができ

るため学びがとても多かった」や「他のメンバー

の（患者情報の）アセスメントを聞くことができ

学びや考え方を深めることができた」とあり，そ

れはすなわち，一人の高齢者をグループで受け持

つが，各自でアセスメントを行い，それをグルー

プ討議をとおして，高齢者像を様々な角度から吟

味し捉えなおしたことによって対象理解が深まっ

たのではないかと考える．さらに，「実習だ

と・・・対象者が違うこともあり濃い意見交換は

難しいが，遠隔であり（実習では）事例が同じで

あるからこそ，濃い話し合いができた」や「グル

ープ全員が一人の対象者を受け持つことにより

様々な意見や考えを知ることができた」とあり，

臨地実習ではみられなかった学修成果といえる．

その結果は，インタビュー調査のカテゴリー分析

【動画視聴と討議を重ねることによる学びの深化

と満足感】や【討議を重ねる事による学びの深化】

（江口ら，2023）の報告とも一致する．これら

は動画の繰り返し視聴と，学生間や教員とのカン

ファレンスの時間を多く確保したこと，実際に現

場のスタッフの話を聞けたことから学びが共有さ

れ，より理解の深化に繋がったと考える．また，

対象者の理解は，Zoom ではあったが，受け持ち
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高齢者と直接コミュニケーションをとったことも

リアルな体験になりグループでの高齢者像の理解

と共有化に役立ったことが推察された．  
22．．オオンンラライインン実実習習のの有有効効性性とと課課題題  

老年看護学実習は，ビデオ会議システムと

Web サービスを併用し行った．実習は開始とと

もに実習メンバーがモニター画面を通して一堂に

会し，当日の流れを共有することから始まった． 
オンライン実習ならではの学びは，まず，コン

ピューターの操作方法が修得できたことである．

オンライン実習では意見が言いやすかったとあっ

たが，臨地実習では日常の環境が変わることによ

る環境適応の大変さに加え，実習指導者との関係

性からくる緊張感（山下ら,2018)が生じる．オン

ライン実習では自宅から画面をとおして討議や発

表が行われたことが意見の言いやすさにつながり，

それは討議の活発さや積極的な学修態度に繋がっ

たと推察された．インタビュー調査の【オンライ

ン実習による主体的な学習態度の涵養】（江口ら，

2023）の一端を担ったものと考える．また，意

見の言いやすさはグループ内で自由に意見が言え

る雰囲気の存在を意味し，藤野（2005）のグル

ープワークの満足との関係で相関の高いのは【メ

ンバー間の協調性】であるという報告から，これ

らの討議による成果はメンバー間の協調性を涵養

することにも役立ったことが示唆された．オンラ

イン実習は「一日中パソコンに向き合う」，「考え

る時間が多かった」，「移動時間もないことから看

護計画など思考にかける時間が多くあった」とあ

り，十分に時間をかけ思考したことが学びの深化

に繋がったといえる．山下ら（2018）は臨地実

習では看護過程の展開や学修成果の記述に時間を

要し，自己学習時間を取れないという問題を指摘

している．オンライン実習では移動時間も学修時

間や思考する時間に充てることができ，学生の思

考を涵養するこの方法は有効であったと考える．

また，自宅からオンラインで実習場面につながる

この方法は，家にいる祖父母と重ね合わせながら

実習にとりくめたともあり，過度の緊張を解きほ

ぐすとともに，身近な存在が現実的な学びに役立

っていた．「臨地実習に近い学びを得ることがで

きたし，適度な緊張感もあった」との声はオンラ

イン実習であってもより実習現場に近いコンテン

ツを用意し，思考を刺激する討議や発表，課題提

出などをうまく組み合わせることによって，実践

的技術修得を除いて実習目標は臨地実習に近い程

度に達成できると考える．今後は，実践的技術修

得も得られるよう，シミュレーション教育も活用

し実習方略を工夫することが課題である． 
改善・検討が必要な点については，動画の画質

や通信がうまくいかないときはすごく不安だった

し，うまく理解できなかったという声も挙がった．

オンライン実習の課題は通信環境の脆弱さである．

学生，大学双方の通信環境を整えることが前提の

課題といえる．また，グループでの話し合いの頻

度が多かったとの声もあったことから，通信環境

への影響や学生の疲労感も併せて適切な組み立て

を考えることが求められた． 
研究の限界として，本研究はアンケート回収率

が 21.2%と少なかったことから，学生全体の結果

とはいえない．しかし，参加した学生の回答結果

は前向きな回答であったことやそれ裏付ける自由

記述も得られたことから，それを活かした評価は

可能と考える．回収率の低さは Covid-19 感染拡

大の渦中にあり，卒業直前に調査したことも一要

因と考えられたため，調査の時期を検討する必要

性が求められた． 
 

ⅦⅦ．．結結論論  

オンラインで現場に近いコンテンツを用い，実

習方略を工夫し高齢者介護施設実習を行った結果，

7 人（21.2%）の分析結果から臨地実習に近い目

標達成ができたことが示唆された．その有効性に

かかわる要素は以下のとおりである． 
1．施設内での高齢者の生活や活動とそれを支え

る専門職の介護・看護場面を切り取った動画は，
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施設に入所する高齢者の理解や尊厳とその人らし

さをふまえた支援および施設内看護の理解に繋が

った． 
2．入所中の一人の高齢者をグループ全員が受け

持ち，個人ワークと討議を組み合わせて高齢者像

を捉え，さらに受け持ち高齢者とコミュニケーシ

ョンを行ったことは臨場感のある高齢者理解に繋

がった． 
3．レクチャーの聴講および実習指導者を交えた

討議は，施設における看護・介護の専門性や多職

種連携の理解に繋がった． 
4．動画視聴後，レクチャー聴講後の学生間およ

び教員との頻回な討議は，思考する能力を涵養し，

多角的な視点と深い学びに繋がった． 
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